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研究開発部 次長 小路 泰広

ＣＩＭの動向について

BIM/CIM プロセス標準化・義務化に関するパネルディスカッション



JACICとは？

建設分野における情報化
推進による生産性向上

各種データベース・システム

CIMに関する調査・研究に

よるCIM導入の支援・推進

CIM技術検討会

データモデル

情報共有基盤

国際動向

普及・啓発活動



CIMの概要



ＣＩＭとは？

ＣＩＭ Construction Information Modeling/Management



ＣＩＭの概要（国土交通省資料より）

（発注者）

（発注者）

３次元モデル
（設計レベル）

３次元モデル
（施工レベル）

３次元モデル
（管理レベル）

３次元モデル
（施工完了レベル）

・発注業務の効率化
（自動積算）

・違算の防止

・工事数量算出（ロット
割）の効率化

・起工測量結果
・細部の設計

（配筋の詳細図、現地取
り付け等）

・干渉チェック、設計ミスの削減
・構造計算、解析
・概算コスト比較
・構造物イメージの明確化
・数量の自動算出

・点検・補修履歴
・現地センサー（ICタグ等）
との連動

・施工情報（位置、規格、
出来形・品質、数量）

・維持管理用機器の設定

・施設管理の効率化・高度化
・リアルタイム変状監視

・干渉チェック、手戻りの削減
・情報化施工の推進

・地形データ（３次元）
・詳細設計（属性含む）

（施工段階で作成する方
が効率的なデータは概略
とする）

・設計変更の効率化
・監督・検査の効率化

施工（完成時）

・現場管理の効率化
・施工計画の最適化
・安全の向上
・設計変更の効率化

・完成データの精緻化・高度化

維持・管理

調査・測量・設計

（発注者）

・適正な施設更新
・３Ｄ管理モデルの活用

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【得られる効果】

【得られる効果】

【得られる効果】 ・時間軸（４Ｄ）

【追加するデータ】

施工中

３次元モデルの連携・段階的構築

施工（着手前）

３次元モデル例

「CIM」とは、計画・調査・設計段階から３次元モデルを導入し、その後の施工、維持管理の
各段階においても３次元 モデルを連携・発展させ、あわせて事業全体にわたる関係者間で
情報を共有することにより、一連の生産システムの効率化・高度化を図るもの。



CIMの検討状況



CIM制度検討会 CIM技術検討会

●CIM試行事業の支援、推進

●CIM導入に向けた制度・基準上の
課題への対応
・納品、数量算出、契約図書取扱
い等

●設計、施工、維持管理に関する
技術開発、検討

●データモデル、属性情報に関する
技術的検討

●CIM試行事業の支援、
人材育成方針の検討

産官

連 携

・CIMモデル（３次元形状＋属性情
報）の作成仕様とデータ構造等
・検討に必要なCIMモデルの提供

・CIM活用の効果、課題の検証
・CIMの活用場面に応じた維持管理
を視野に入れたニーズの提供

土木学会
土木情報学委員会等

CIM導入ガイドライン策定

学

産学官CIM検討（H26～H27年度）

・モデル構築に対す
る学術的アドバイス
・国際動向の提供

検討成果の反映

これまでのＣＩＭ検討体制(2012～15年度)



生
産
性
向
上
・品
質
確
保

合意形成が速くなる
・住民説明会
・工事説明会
・関係者協議（管理者・
警察等）

意思決定が速くなる
・三者会議（発注者－ゼネ
コン－コンサル）

・本局－事務所－出張所等
・受注者－発注者
・元請－下請

設計ミスや手戻りが減る
・設計の可視化
・図面等の整合性確保
・数量算出の自動化等
・違算の防止

施工性が向上し工期が
短縮できる
・施工計画書への反映
・施工順序等の最適化
・現場内情報共有
・仮設等安全性向上

ＣＩＭと情報化施工
のデータ連携
・3次元データの共有
・情報化施工による現場の
高速化

・安全性・確実性の向上

オペレータ用

のモニター

作業履歴・状況
を表示

工
期
短
縮

比較・概略検討等が
容易になる
・ルート選定が容易
・概算コスト比較が容易
・国土地理院データの活用
・詳細設計への移行が容易

配筋シミュレーショ
ン

最適ルート選
定

複雑な施
工
順序確認

住民説明会

受発注者打合
せ

マシンコント
ロール

設計変更が容易になる
・数量算出の自動化等

調
査

設
計

施
工

維
持
管
理センサー情報

モデル化素材

議論情報

etc

情報共有ツール

センサーデータ
ヘルスモニタリング

異常値を感知すると、メンバーへの
通知（アラート）が可能

維持管理における情報共有ツールのイメージ

アセットマネジメントシステムの確立・運用

適確な維持管理
• 施工時の品質情報
やセンサー情報な
ど維持管理に必要
な情報をモデルに
追加することによる
維持管理の効率化

避難経路

斜面勾配

３次元
モデル
（概略）

３次元モデル
（詳細）

工事現場の安全を確保
・作業現場内危険箇所の事
前
チェックにより事故を防止

３次元モデル

３次元モデル

３次元モデル

世界最先端の建設生産システム
⇒新産業の創出

ＣＩＭ導入による効果（国土交通省資料より）

３次元モデルを活用した①合意形成の迅速化、②フロントローディング※の実施

※ 初期工程（フロント）に重点を置き、集中的に労力・資源を投入して検討し、品質向上や工期短縮を図ること
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◆箇所：横浜環状南線 栄IC・JCT(仮称)
◆体制：
・産 （一社）日本建設業連合会

（一社）建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会
（一社）日本橋梁建設協会

・学 東京都市大学 皆川 勝 教授
・官 大臣官房技術調査課、道路局、国総研、

関東地方整備局企画部技術管理課、横浜国道事務所

◆箇所：国道４号東埼玉道路 大落古利根川側道橋
◆体制：
・産 （一社）日本建設業連合会

（一社）建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会
（一社）日本橋梁建設協会

・学 東京都市大学 皆川 勝 教授
・官 大臣官房技術調査課、道路局、国総研、

関東地方整備局企画部技術管理課、
北首都国道事務所

◆箇所：胆沢ダム
◆体制：
・産 （一社）日本建設業連合会

（一社）建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会
・学 宮城大学 蒔苗(ﾏｶﾅｴ) 耕司 教授
・官 大臣官房技術調査課、水管理・国土保全局、国総研、

東北地方整備局企画部技術管理課、河川部河川管理課
北上川ﾀﾞﾑ統合管理事務所

◆箇所：荻原築堤護岸他工事等
◆体制：
・産 （一社）日本建設業連合会

（一社）全国建設業協会
（一社）建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会

・学 熊本大学 小林 一郎 教授
・官 大臣官房技術調査課、水管理・国土保全局、国総研、

北陸地方整備局企画部技術管理課、千曲川河川事務所

◆箇所：佐久間道路 浦川地区第一トンネル
◆体制：
・産 （一社）日本建設業連合会

（一社）建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会
（一社）全国地質調査業協会連合会
（一社）ｵｰﾌﾟﾝCADﾌｫｰﾏｯﾄ評議会

・学 熊本大学 小林 一郎 教授
・官 大臣官房技術調査課、道路局、国総研、

中部地方整備局企画部技術管理課、
浜松河川事務所

ダムCIM河川CIM 橋梁CIM

橋梁CIMトンネルCIM

産学官によるＣＩＭの構築 検討箇所
CIM制度検討の中期目標(H24-H28)である『先導的導入によりCIM導入事業の推進（優位性の
ある事業を選定）』に向けて、実モデル構築を通じた課題抽出、対応検討を行う。



i-Constructionを

踏まえたCIMの推進



i-Construction（ＩＣＴ土工）

測量

発注者

OK

設計・
施工計画

施工 検査i-Construction

設計図に合わ
せ丁張り設置

検測と施工を繰
り返して整形

丁張りに合わ
せて施工

③ICT建設機械によ
る施工

④検査の省力化①ドローン等による３次元測量 ②３次元測量データによ
る設計・施工計画

ドローン等による写真測量等に
より、短時間で面的（高密度）
な３次元測量を実施。

３次元測量データ
（現況地形）と設計
図面との差分から、
施工量（切り土、盛
り土量）を自動算
出。

３次元設計データ等により、
ICT建設機械を自動制御し、
建設現場のIoT（※）を実施。

ドローン等による３次元測
量を活用した検査等により、
出来形の書類が不要となり、
検査項目が半減。

測量
設計・

施工計画
検査従来方法

測量の実
施

平面図 縦断図

横断図

設計図から施
工土量を算出

施工

① ②

③

④

※IoT（Internet of Things）とは、様々なモノ

にセンサーなどが付され、ネットワークにつ
ながる状態のこと。

３次元設計データ
等を通信

これまでの情報化施
工の部分的試行

・重機の日当たり
施工量約1.5倍

・作業員 約1/3

３次元
データ作成

２次元
データ作成

書類による検査



センサー

センサー

センサー

センサー

センサー

基準点（緯度経度）

例：事務所で
データ取得

3次元モデルを用いた効率化

配筋図

社会資本情報プラットフォーム メンテナンスロボット技術

ドローン等による３次元測量

水中探査ロボット壁面診断ロボット

橋梁

人材育成の技術革新

視界内で見える情報

ウェアラブル
ディスプレイ

建設現場の工場化

ICタグ

建設機械情報共有
データベース 無人調査・施工ロボット

センサー情報

モデル化素材

議論情報

情報共有ツール

センサー技術 モニタリング技術

GNSS

ビッグ
データ

ビッグデータの活用

3次元データ

地理空間情報

調査
情報化施工

クラウドシステム

TS

災害
対応

GNSS

維持
管理

民間会社役 所

電子基準点

電子基準点設計

CIM（Construction Information Modeling/Management）とは、計画・調査・設計から施工、維持管理に至る一連の過程において３次元モデルを活用した新たな建設生産システム

安全性向上

施工

i-Construction(ICT技術の全面的な活用)Ｈ２８の対応範囲

土工において、測量、調査設計から施工、検査、さらに維持管理、更新に至る全てのプロ
セスにおいて、３次元データの活用を前提とし、ICT技術を全面的に導入する

i-Construction(ICT技術の全面的な活用)

ＣＩＭの全体像（i‐Constructionとの関係）



ＣＩＭ導入推進委員会の体制

実現場・業務で活用可能なガイドライン策定
ＣＩＭ導入に関わる要領基準の改定等

（他に入契制度、国際標準化等）

ＣＩＭの現地での検証、検証成果の整理

Ⅲ 現地での検証WG

Ⅱ 要領基準改定WG

土木学会

技術検討成果
の連携・共有

CIM人材教育の
発注者支援

building
SMART

International

国際標準化への
対応連携標準化委員会

（JACIC)

ＣＩＭ全体像の
検討共有

標準化委員会
（JACIC)

標準化の
検討共有

ICT導入協議会

i-Constructionにおけるトップランナー施策であるＩＣＴの全面的な活用をＣＩＭを用いて推進するために、
関係団体が一体となりＣＩＭの導入推進および普及に関する目標や方針について検討を行い、具体的な
方策について意思決定を行うことで、ＣＩＭの施策を進めていくことを目的とする。

CIM導入推進委員会
■役割

ＣＩＭの導入推進および普及に関する目標や方針の検討、具体的な方策の意思決定

■体制
官：国土交通省（主務：技術調査課）等、学：土木学会等、産：建設業団体 等

委員会の目的

Ⅰ CIM導入ガイドライン策定WG

実務者レベルでの委員会・WGの円滑な運営支援全体統括チーム



・CIMの円滑な導入を図ることを目的として、受発注者を対象に、
CIM活用の目的、期待される効用、効果的な活用方法とともに、
CIMモデルの作成方法等の技術的な目安を明記

・対象分野は土工、河川、ダム、橋梁、トンネルの５分野

・CIMを導入するH２９年度以降は、ガイドラインの現地検証を踏まえ、
適宜改定等を行う

ＣＩＭ導入ガイドラインの概要と策定スケジュール

H27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度

ガイドラインに基づく
CIM導入・現地検証

○ガイドライン策定に向けたスケジュール

＜ガイドライン骨子作成＞

・ガイドライン素案作成
・素案の現地検証成果に基づく、
最終版の策定

＜CIM導入ガイドライン策定＞

・ガイドラインの目次構成策定
・関連する検討成果の整理

CIMモデルの作成仕様(形状、
属性情報)、活用方法等の整理

■CIM導入ガイドラインの概要

産学官体制構築による検討 CIM導入推進委員会（CIM導入ガイドライン策定WG）で検討



■共通編（第１編）
・CIMおよびCIMモデル作成・活用の基本的な考え方

・測量の地形モデル等の考え方、活用方法、作成方法等

・地質土質モデルの考え方、活用方法、作成方法等

■各分野編（第２編～第６編）
各工種に応じて、測量、地質・土質調査、調査・設計、施工、維持管理の各段階

において発注者、受注者それぞれが取り組むべき内容を示す。

・土工編（第２編） ：道路土工、河川土工（ICT土工対象業務・工事）

・河川編（第３編） ：河川堤防および構造物（樋門・樋管等）

・ダム編（第４編） ：ダム（フィルダム、重力式コンクリートダム）

・橋梁編（第５編） ：上部工（鋼橋、PC橋）、下部工（RC橋台、橋脚）

・トンネル編（第６編） ：山岳トンネル構造物

※平成29年度版に向けた対象工種

ＣＩＭ導入ガイドラインの構成 （出典：国土交通省資料）



調査・計画 設計 施工 維持管理

受
注
者

調査・設計者

施工者

発
注
者

受発注者間の
３次元モデル
の連携

・

３次元モデ
ルの主な
活用

発注時
の活用

・参考図書（当面）、契約図書（将来）の活用
・数量計算、積算（将来）等の活用

各段階
の活用

・事業計画検討
（ルート検討等）
・景観検討

・地元等関係者協議
・景観検討
・施工計画検討
・工事発注計画検討

・施工計画検討
・工程管理
・出来形管理、
監督検査

・点検等計画検討
・変状、劣化等に対
する原因究明、対策
検討

竣功後
の活用

納品データの編集（統合・分割等）による、
次工程の発注手続き、維持管理への活用

建設工事

測量・地質調査等 予備・詳細設計

補修工事

点検業務

納品発注
納品発注

納品発注 納品発注

発注者（発注・各段階・竣功におけるＣＩＭの活用）

ＣＩＭ導入ガイドラインの位置付け

受注者、発注者がCIMを円滑に導入できることを目的に、CIMの考え方、各関係
者が取り組む事項、CIMモデル作成の指針および活用方法（好事例）等を明示

公共事業の各段階に本ガイドラインを適用、CIMを実践することで得られた課題
や有益な活用策等を踏まえ、適宜、内容の改善、拡充を図る

（出典：国土交通省資料）



H28年度

1/四半期 2/四半期～4/四半期

●共通編

（総論、測量、
土質）
●各分野編

（土工、河川、
ダム、橋梁、
トンネル）

■CIM導入ガイドライン素案（H28年度版）の現地検証
素案を実際のCIM試行業務・工事で活用し、効果、課題を等を抽出

素案を活用した現地検証（効果、課題の抽出）

素案作成

検証結果の
フィードバック

現地のCIM試行業務・工事

CIM導入推進委員会

CIM導入ガイドライン『H29年度版』作成

CIM導入推進委員会

素案の提供

ＣＩＭ導入ガイドラインの検討スケジュール （出典：国土交通省資料）



CIMの将来像とロードマップ



CALS/ECのはじまり

「建設CALS整備基本構想」(平成８年４月策定)

・公共事業にCALSの概念を導入し、組織
間、事業段階間での情報の交換、共有、
連携を図り、建設費の縮減、品質の確
保・向上、事業執行の効率化等を目指す。

・対象は非常に広範囲に及ぶことから、通
常の情報システムの整備計画とは性格
を異にする。

整備基本構想の位置づけ
ICTを用いたBPR（業務の改善）の推進

「情報の電子化」
「通信ネットワークの利用」
「情報の共有化」
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情報の「受け渡し」から「共有」へ

時間とともに進化・成熟する
データモデルを活用・変更し、
情報共有により共同作業・並行作業を実現

【企画,調査,計画,設計,積算】 【施工,監督検査】 【維持管理,サービス提供】

変更

活用

・データの量と質の変更
・データの追加と修正、削除

コンピューター上で実物と同様の形状 コンピューター上で実物と同様の形状

表現方法
（人への理解）

※必要なあらゆる情報から
なる構造物のデータベース
（属性情報）

連携

各部材の
段階まで
連携している

構造物の3次元オブジェクト 構造物に関するデータベース

構造物のデータモデル

※外形だけではなく見え
ない所の部材等必要とな
る実物の全ての要素を
表現

データ（情報）モデル
（コンピュータ間の理解）

将来の目標



BIM成熟レベル



Massport BIM Roadmap

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
・
展
開
計
画

資
産
と
情
報
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2014～20のロードマップ
（20年に100%適用）

８つの達成目標

マサチューセッツ港湾局の
BIMビジョン

段階的な展開と適用高度化

関連する
技術と標準



ＣＩＭの将来像とロードマップ（案）

社会基盤情報標準化委員会
特別委員会 資料



CIMの人材育成
（JACICの取組み）



ＣＩＭ教育の現状と課題
■CIMの導入にあたり、要領基準類の整備とともに、CIMを活用して
事業（業務）を進めていくことができる人材の育成が喫緊の課題。

平成25･26年度土木学会CIM講演会アンケート結果

CIMの導入課題として、
・CIMの人材育成･教育
・CIM知識・技術の修得
が上位を占める

CIM教育の現状と課題を踏まえ、以下の２つを取り組み
・実践例からCIMを具体的に学べる「CIMを学ぶ」の制作
・3次元CADソフトを用いて土木実務課題を演習する「CIMチャレンジ研修」の実施



「CIMを学ぶ」の制作
■CIMの実践事例を通じて、CIMの活用目的、活用方法等を具体的に

学べることができる教材を、熊本大学大学院自然科学研究科(小林
一郎教授)との共同研究により制作。

「CIMを学ぶ」 （平成27年5月公開）

・河川激特事業（曽木の滝分水路事業（鹿児島県））の実践事例
・事業に関わる様々な関係者（地元、市、設計・施工会社、学識者、
国交省等）の合意形成にCIMを活用

・設計条件、構造等の理解が容易な３次元モデルを媒体とし、関係者
間の認識を共有
・Web掲示板を介して、協議調整を進めることで、業務効率化とともに、
設計の質向上を達成

「CIMを学ぶⅡ」 （平成28年7月公開）

・交通結節点改善事業（新水前寺駅地区（熊本県））の実践事例

・限られた空間、複数の施設が入り組み、それぞれの管理者が協議
調整を行いながら事業を進めていくという、CIM が本領発揮する事例
・事業の各段階で直面した課題を3次元モデルやSNSの活用により解
決していった様子を再現。CIMの活用を臨場感を持って実感できる。

JACICのHPで公開中（http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/jinzai/index.html）

http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/jinzai/index.html


CIMチャレンジ研修の目的と方法

将
来

現
状

人材育成 業界育成 その他の環境整備

CIMソフトを高度に
使いこなせる人材

最適なCIMソフトを
提供できる業界

CIMに必要な3Dソフトの利用に着目→人材と業界の両面から環境整備

最適なCIM実施環境
の整備

CIMソフト
利用研修

CIMソフト
利用研修

受講

CIMに必要な

役職・能力・評
価等の特定

モデル・情報
の管理・流通
方法の整理

CIM人材の育

成・評価・資格
のあり方整理

習得

活用

習得

活用

提供

課題

改良

課題

改良



「CIMチャレンジ研修」の実施
＜目的＞
３次元CADソフトの操作や機能を理解するとともに、日常業務等の様々な場面にお

いて、３次元CADソフトをエンジニア活動の一環として高度に使いこなせる人材育成。
＜研修内容＞
３次元CADソフトの一般的操作演習とともに、現場を想定した土木実務の課題を、３

次元CADソフトを活用し解決する演習を実施。

道路計画（交差点改良）コース（イメージ）
・現道の平面交差をラウンドアバウトに変更する課題
・ソフトのシミュレーション機能を使って、交差点の
交通安全施設及び標識の設置検討等を実施

道路計画（ルート選定）コース（イメージ）
与えられた地形図上に道路ルートを３案程度計画し、土工、
橋梁、トンネル区間を決定した後、工費比較等による最適ル
ート案を検討

＜今年度の研修予定＞※詳細はＪＡＣＩＣのＨＰで確認 (http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/jinzai/h28_cimsoluthon_index.html）

月日 場所 選択できるコース 備 考

第1回 9/28～9/30 東京都 3コース 募集完了、実施済み

第2回 10/26～10/28 東京都 3コース 募集完了、近日実施予定

第3回 11/9～11/11 新潟県 3コース 現在追加募集中



ご清聴頂きありがとうございました

JACIC 「CIM」サイトでは、「CIM技術検討会 平成24～27年度報告」や
「CIMを学ぶ」をはじめ、CIMに関する幅広い情報をご覧いただけます。

JACIC CIM 検索
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